
1年 前期 84 時間 後期 84 時間

2年 前期 - 時間 後期 - 時間

科目名 小動物演習 必修・選択必修の別 必修

シラバス（授業計画）

学科名 動物管理科 コース名 動物飼育コース

実施期
授業時間数合計

※授業50分を1時間とする。
168 時間

担当講師

平方 亜美

実務経験 有 ペットショップの勤務経験をもとに、基礎的な知識・技術を指導できる

授業概要

鳥類・哺乳類・爬虫類・両生類の扱い方、保定方法を身につけ、トリ雛の育て

方や魚の梱包方法などを学習する
授業形式 演習

到達目標 様々な動物の扱い方や保定方法を理解し、爪切りなど一人で動物を扱えるようになる

モルモットの扱い方・保定方法について/鳥類・哺乳類・爬虫類・両生類・魚類の飼育、健康チェック

1~6

7~12

13~18

19~24

動物のお世話の仕方②について/鳥類・哺乳類・爬虫類・両生類・魚類の飼育、健康チェック

お世話の仕方復習/鳥類・哺乳類・爬虫類・両生類・魚類の飼育、健康チェック

ハムスターの扱い方・お手入れ・保定方法について/鳥類・哺乳類・爬虫類・両生類・魚類の飼育、健康チェック

マウス・ラットの扱い方・お手入れ・保定方法について/鳥類・哺乳類・爬虫類・両生類・魚類の飼育、健康チェック

プレーリードッグ・ジリスの扱い方・保定方法について/鳥類・哺乳類・爬虫類・両生類・魚類の飼育、健康

チェック

25~30

31~36

37~42

教科書・教

材・服装等
実習着、スニーカー、筆記用具、ノート

授業計画時間

数
授業内容

動物のお世話の仕方①について/鳥類・哺乳類・爬虫類・両生類・魚類の飼育、健康チェック

フェレットの扱い方・保定方法について/鳥類・哺乳類・爬虫類・両生類・魚類の飼育、健康チェック

カメの扱い方・保定方法について/鳥類・哺乳類・爬虫類・両生類・魚類の飼育、健康チェック

カエルの扱い方・保定方法について/鳥類・哺乳類・爬虫類・両生類・魚類の飼育、健康チェック

チンチラの扱い方・保定方法について/鳥類・哺乳類・爬虫類・両生類・魚類の飼育、健康チェック

前期実技テスト/鳥類・哺乳類・爬虫類・両生類・魚類の飼育、健康チェック

トリの扱い方・保定方法について/鳥類・哺乳類・爬虫類・両生類・魚類の飼育、健康チェック

トリの扱い方・保定方法について/鳥類・哺乳類・爬虫類・両生類・魚類の飼育、健康チェック

トリのヒナの育て方・扱い方・挿餌について①/鳥類・哺乳類・爬虫類・両生類・魚類の飼育、健康チェック

トリのヒナの育て方・扱い方・挿餌について②/鳥類・哺乳類・爬虫類・両生類・魚類の飼育、健康チェック

ウサギの扱い方・保定方法について/鳥類・哺乳類・爬虫類・両生類・魚類の飼育、健康チェック

ウサギの扱い方・保定方法について/鳥類・哺乳類・爬虫類・両生類・魚類の飼育、健康チェック

デグーの扱い方・保定方法について/鳥類・哺乳類・爬虫類・両生類・魚類の飼育、健康チェック

ハリネズミの扱い方・保定方法について/鳥類・哺乳類・爬虫類・両生類・魚類の飼育、健康チェック

講師候補日/鳥類・哺乳類・爬虫類・両生類・魚類の飼育、健康チェック

43~48

49~54

85~90

91~96

97~102

103~108

55~60

61~66

67~72

73~78

79~84

モモンガの扱い方・保定方法について/鳥類・哺乳類・爬虫類・両生類・魚類の飼育、健康チェック

魚のパッキングについて/鳥類・哺乳類・爬虫類・両生類・魚類の飼育、健康チェック

トカゲの扱い方・保定方法について/鳥類・哺乳類・爬虫類・両生類・魚類の飼育、健康チェック

ヘビの扱い方・保定方法について/鳥類・哺乳類・爬虫類・両生類・魚類の飼育、健康チェック

127~132

133~138

139~144

145~150

115~120

121~126

109~114



〇

A評価

B評価

C評価

F評価

有尾類の扱い方・保定方法について/鳥類・哺乳類・爬虫類・両生類・魚類の飼育、健康チェック

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

・平常点（提出物・授業参加意欲など） 実技試験

・実技試験点数 実施しない

成績評価基準

出席率100％・平常点 優れている

出席率99～90％以上・99～90点以上・平常点 普通

出席率89～80％以上・平常点 やや劣る

C評価の基準を満たしていない場合

151~156

163~168

157~162 小動物ケア/鳥類・哺乳類・爬虫類・両生類・魚類の飼育、健康チェック

後期実技テスト/鳥類・哺乳類・爬虫類・両生類・魚類の飼育、健康チェック


